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「文化の森」は毎週日曜掲載。来週は「乱読御免」「書の楽しみ」「銀橋のきらめき タカラヅカ余話」「新・コンサートを読む」です。

年内発足「尾崎‖ゾルゲ研究会」代表の一橋大名誉教授 加藤哲郎さん

第
二
次
世
界
大
戦
時
に
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ゾ
ル
ゲ
や
尾
崎
秀
実
ら
の
ス
パ
イ
組
織
が
日

本
の
機
密
情
報
を
ソ
連
に
流
し
た
「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
が
１
９
４
２
年
５
月
に
発
表
（
実

際
の
摘
発
は

年

月
）
さ
れ
て
か
ら

年
。
今
も
謎
に
包
ま
れ
た
部
分
が
多
い
事
件

の
実
像
に
迫
ろ
う
と
、
専
門
家
ら
が
「
尾
崎
‖
ゾ
ル
ゲ
研
究
会
」
を
年
内
に
発
足
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
研
究
会
の
代
表
と
な
る
加
藤
哲
郎
・
一
橋
大
名
誉
教
授
(

)
に
そ

の
狙
い
や
意
義
に
つ
い
て
聞
い
た
。

東京・多磨霊園にあるゾルゲの墓が揺れている。ロシア

のラブロフ外相が１月 日、遺骨をクリル諸島南部、つま

り北方領土に埋葬し直す構想があると表明したのだ。

年に処刑されたゾルゲの墓は内縁の妻だった石井花子さん

が設けた。年月を経て、その相続人は維持管理が難しくな

ったとして墓所の使用権を在日ロシア大使館に承継するこ

とで最近合意していた。その矢先の改葬案は、英雄の遺骨

を帰還させ手厚く顕彰したいということなのだろうか。ロ

シア側の真意は不明だが、北方領土を持ち出すところに情

報戦の一端がうかがえる。

か
と
う
・
て
つ
ろ
う

１
９
４
７
年
盛
岡
市
生

ま
れ
。
東
大
法
学
部
卒
。
出
版
社
勤
務
を
経
て
一

橋
大
社
会
学
部
教
授
、
同
大
大
学
院
教
授
。
２
０

１
０
年
か
ら
同
大
名
誉
教
授
。
専
門
は
政
治
学
、

現
代
史
。
著
書
に
「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
「
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
の
政
治
学
」
な
ど
多
数
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
「
ネ
チ
ズ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
」
（鮉

鰞
鰞
鯐
駪騳騳
鮷

魿
鰞鮋鱞
魿
鮷
駧
鮉
鰞
鮩
鮚駧鱃
魸
鮼
鮩
魪
鮋
鮷
駧鮍
鯐
騳
鮉
鮼
鮩
魿駧
鮉
鰞

鮩
鮚

）
を
主
宰
す
る
。

インテリジェンスや情報戦に現代的意義

モ
ス
ク
ワ
市
内
に
あ
る
ゾ
ル
ゲ
の
像
。
１
９
８
５
年
に
建
立
さ

れ
た
。
近
く
に
「
ゾ
ル
ゲ
通
り
」
と
ゾ
ル
ゲ
博
物
館
が
あ
り
、

２
０
１
６
年
に
は
鉄
道
の
ゾ
ル
ゲ
駅
が
で
き
た

等身大のゾルゲ解明へ

｜
｜
新
た
な
研
究
会
を
つ
く
る
経

緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ゾ
ル
ゲ
事
件
に
つ
い
て
は

年

に
で
き
た
「
日
露
歴
史
研
究
セ
ン

タ
ー
」
が
研
究
に
取
り
組
み
、
会

報
の
通
算

号
刊
行
や
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
世
界
各
地
で

回
以

上
開
催
す
る
な
ど
成
果
を
あ
げ
て

き
ま
し
た
が
、
会
員
の
高
齢
化
で

２
０
１
８
年
に
解
散
し
ま
し
た
。

事
件
に
関
す
る
新
た
な
資
料
が
国

内
外
で
近
年
見
つ
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
国
際

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て

尾
崎
、
ゾ
ル
ゲ
の
研
究
を
発
展
さ

せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
昨
年

月
に
東
京
で
研
究
会
の
設
立
準

備
会
を
開
き
、
今
年

月
に
正
式

発
足
す
る
運
び
で
す
。

｜
｜
最
近
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
で

注
目
さ
れ
る
こ
と
は
。

ま
ず
、
当
時
思
想
犯
の
取
り
締

ま
り
を
担
当
し
て
い
た
検
事
、
太

田
耐
造
が
残
し
た
文
書
の
公
表

（

年
に
関
係
者
が
国
立
国
会
図

書
館
に
寄
贈
）が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ゾ
ル
ゲ
ら
は
南
進
優
先
の
国
策
を

決
め
た

年
７
月
の
御
前
会
議
の

内
容
な
ど
を
入
手
し
ま
し
た
。
重

大
な
情
報
漏
洩
事
件
に
あ
た
る
の

は
確
か
で
す
が
、
太
田
文
書
に
よ

る
と
、
司
法
省
・
検
察
当
局
は
む

し
ろ
ゾ
ル
ゲ
が
近
衛
文
麿
内
閣
の

ブ
レ
ー
ン
だ
っ
た
尾
崎
や
西
園
寺

公
一
、
犬
養
健
ら
を
利
用
し
て

日
本
の
ソ
連
攻
撃
を
防
ぐ
た
め
南

進
論
に
誘
導
さ
せ
よ
う
と
し
た
、

つ
ま
り
国
策
を
動
か
す
謀
略
だ
っ

た
こ
と
を
問
題
視
し
、
昭
和
天
皇

に
も
上
奏
し
て
い
ま
し
た
。
従
来

の
研
究
は
特
高
警
察
の
調
査
記
録

を
基
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
司
法

検
察
側
の
太
田
文
書
か
ら
事
件
の

異
な
る
捉
え
方
が
見
え
て
き
ま
し

た
。

｜
｜
外
国
で
も
研
究
が
進
ん
で
い

る
そ
う
で
す
ね
。

特
高
警
察
は
ゾ
ル
ゲ
が
ソ
連
に

送
っ
た
電
報
を
４
０
０
件
程
度
と

み
な
し
、
う
ち
約
２
０
０
件
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
元
駐
日
ロ
シ
ア
大
使
館
員
の

ア
ン
ド
レ
イ
・
フ
ェ
シ
ュ
ン
氏
が

年
に
ロ
シ
ア
で
刊
行
し
た
資
料

集
に
よ
る
と
、
ゾ
ル
ゲ
の
電
報
と

手
紙
は
来
日
前
の
上
海
時
代
を
含

め
約
６
５
０
件
で
日
本
側
の
想
定

を
大
き
く
上
回
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
電
報
は
ソ
連
中
枢
の
ど

の
レ
ベ
ル
ま
で
伝
わ
っ
た
の
か
や

内
容
の
情
報
評
価
が
分
か
る
貴
重

な
資
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ロ
シ

ア
で
は
最
近
ゾ
ル
ゲ
の
研
究
書
が

多
く
出
さ
れ
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化

さ
れ
る
な
ど
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
ロ
シ
ア
の
ゾ
ル
ゲ
研

究
は
、
大
祖
国
戦
争
（
ロ
シ
ア
で

の
第
二
次
大
戦
の
呼
称
）
の
勝
利

に
貢
献
し
た
愛
国
主
義
的
な
軍
事

情
報
活
動
と
し
て
の
評
価
が
根
強

く
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
ド
イ
ツ
で
は
、
ド
イ

ツ
紙
特
派
員
と
し
て
来
日
し
た
ソ

ル
ゲ
が
ド
イ
ツ
で
発
表
し
た
論
文

や
新
聞
記
事
２
３
１
本
の
リ
ス
ト

が
新
た
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
中

国
で
も
ゾ
ル
ゲ
が
上
海
時
代
に
周

恩
来
と
接
触
し
て
い
た
史
実
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

｜
｜
ゾ
ル
ゲ
事
件
を
め
ぐ
る
情
報

戦
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

ゾ
ル
ゲ
事
件
を
「
赤
色
ス
パ
イ

事
件
」
と
し
て
広
め
た
の
は
、
米

国
陸
軍
が

年
に
発
表
し
た
「
ウ

ィ
ロ
ビ
ー
報
告
」
で
し
た
。
そ
れ

ま
で
日
本
で
は
尾
崎
や
ゾ
ル
ゲ
を

「
反
戦
平
和
主
義
者
」
と
す
る
見

方
が
有
力
で
し
た
が
、
東
西
冷
戦

下
の
情
報
戦
で「
国
際
ス
パ
イ
団
」

と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
確
立
さ
れ

ま
し
た
。
一
方
、
ゾ
ル
ゲ
の
存
在

を
長
く
無
視
し
て
き
た
ソ
連
は

年
に
ゾ
ル
ゲ
の
活
動
を
公
認
し
、

「
ソ
連
邦
英
雄
」
の
称
号
を
与
え

て
対
抗
し
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
の
プ

ー
チ
ン
政
権
が
ソ
連
時
代
の
ゾ
ル

ゲ
を
評
価
す
る
の
も
情
報
活
動
が

い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
国
民
に

示
す
思
惑
が
あ
り
ま
す
。

｜
｜
今
後
の
ゾ
ル
ゲ
研
究
に
求
め

ら
れ
る
も
の
は
。

「

世
紀
の
ス
パ
イ
マ
ス
タ
ー
」

と
い
う
ゾ
ル
ゲ
像
は
政
治
的
に
作

ら
れ
た
も
の
で
す
。
例
え
ば
大
き

な
成
果
と
さ
れ
る
独
ソ
開
戦
に
関

す
る
情
報
は
、
ド
イ
ツ
に
い
た
ス

パ
イ
な
ど
か
ら
も
ソ
連
に
も
た
ら

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

事
件
の
基
本
資
料
が
そ
ろ
っ
て

き
た
の
を
ふ
ま
え
、
戦
後
に
つ
く

ら
れ
た
ゾ
ル
ゲ
像
や
俗
説
を
リ
セ

ッ
ト
し
、
等
身
大
の
ゾ
ル
ゲ
を
解

明
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
知
識
人
と
し
て
の
ゾ
ル
ゲ
を

見
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
尾

崎
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。
ゾ
ル

ゲ
事
件
研
究
は
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
や
情
報
戦
と
い
う
現
代
的
意
義

が
あ
り
、
で
き
る
だ
け
若
い
世
代

の
人
た
ち
が
研
究
会
に
加
わ
っ
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
聞
き
手
・
田
中
洋
之
、写
真
も
】

隔月交代で執筆します。来月は中村史子さんの「ＡＲＴ！」です。

ダミー●ローマのクロチェッティ美術館と筑

波大で「日伊ブロンズ彫刻家交流展」が開催さ

れた。会場には自ら鋳造に携わる作家ならでは

の、繊細な鋳肌を持つ作品や、鋳造時に金属が

木を燃やしながら最終的に木と一体の造形を築

く作品など多様な作品が並んだ。

「彫刻」という概念が現れた明治期、人間を

モチーフに塑造や木彫を原型とするブロンズ像

が盛んに作られたが、当時の日本の彫刻家の役

割はあくまでも原型制作であり、鋳造は職人に

任せることが普通であった。僅かに鋳造技術を

学ぶ彫刻家もいたが、ブロンズ化は概ね原型

の形に耐久性を持たせるための手段であり、金

属の素材感や鋳造までの工程を表現に生かす

宑創造行為としての鋳造宔という発想は殆ど

見られなかった。日本の多くの彫刻家にとって

ブロンズは実材ではなく二次的な素材という位

置づけであった。

しかし1950年代以降、マンズーらイタリアの

具象彫刻が日本に紹介されると、その美しい鋳

肌や現代的な造形性に魅せられ、日本の彫刻家

や鋳造家が続々とイタリアに渡り、同地の蠟型

鋳造法を学ぶようになる。イタリアでは鋳造所

内に彫刻家が作業する場所があり、彫刻家は鋳

造職人とやりとりしつつ鋳造に携わる。原型制

作と鋳造を完全な分業にはせず、作家が自身の

制作の範疇
岒
として鋳造にも関わる在り方を日

本人は学んだ。

結果、日本でも自ら鋳造し、あるいは鋳造所

の現場で職人のサポートを得ながら全体のプロ

セスに直接関わる彫刻家が現れた。作家たちは

原型制作後、石
屽
膏雌型を取り、蠟原型に置き換

えた際に再度手を入れ、鋳造し、ブロンズの表

面処理も自らの判断で行う。石膏雌型の跡をど

こまで残すか、バリ（型の境目の金属のはみ出

し）を表現に取り入れるかどうかなど、細部の

仕上げにまで拘る。つまり素材や技術を生か

し、制作工程の中で随時造形を検討し、演繹的

に制作を進めることで創造に向かうという、

世紀以降主流となる鋳金の工芸作家たちの実材

表現（

鮉 魪 鮷 魸 鰑 騢 鮼 鮷 魪 鰏 鰞

）と同様の姿勢を示す

ようになった。戦後、発注芸術など作者の手か

ら遠い表現も増える一方、作者自身が制作現場

で直接格闘するブロンズ彫刻が現れ、この度そ

うした姿勢で表現する日伊の作家の交流展が開

催されたのである。その意味で冒頭の展覧会は

彫刻と工芸の接近を示すと共に、国際的な視野

から素材鱻技術鱻プロセスに根ざした創造の在り

方を考える極めて有意義な内容であった。（と

だて・かずこ‖多摩美術大学教授）

ら遠い表現も増える一方、作者自身が制作現場

で直接格闘するブロンズ彫刻が現れ、この度そ

うした姿勢で表現する日伊の作家の交流展が開

催されたのである。その意味で冒頭の展覧会は

彫刻と工芸の接近を示すと共に、国際的な視野

から素材鱻技術鱻プロセスに根ざした創造の在り

方を考える極めて有意義な内容であった。（と

だて・かずこ‖多摩美術大学教授）

●●●自ら鋳造と格闘


